
研究主題
自分の思いをのびのびと表現できる子どもの育成

－国語科における教師の発問・子どもへのはたらきかけの工夫を通して－
第６学年＊組 国語科学習指導案

場 所 ６ 年 教 室
指導者 穂 積 弘 行

１ 単元名 人物の生き方を考えよう 「海のいのち」

２ 目 標
○ 主体的に物語を読んだり，考えたことを自分の言葉で表現したりしようとする。
◎ 登場人物の心情や場面，登場人物の相互関係について叙述を基に読み取り，物語の主題や優れた叙述
について自分の考えをまとめることができる。

○ まとめた考えを発表し合い，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。
， ， 。○ 場面の様子や優れた心情表現 象徴表現などに着目し 言葉の使い方について理解することができる

３ 単元について
(1) 教材観

本単元は，作品から読み取ったことを基にして自分の考えをもち，選んだ発表方法でその考えを紹介
， 。し合い 自他の感じ方の違いや共通点に気付きながら自分の読みを深めていくことをねらいとしている
， 「 」 ， ， （ ）これは 新学習指導要領の第５学年及び第６学年 Ｃ読むこと のアイエオに基づき 特に 内容 １

エ「登場人物の心情や場面，登場人物の相互関係について叙述をもとに読み取り，主題や優れた叙述に
ついて自分の考えをまとめること ，オ「本や文章を読んで考えたことを発表し合い，自分の考えを広」
げたり深めたりすること」を重視している単元である。
教材文の「海のいのち」は，主人公「太一」が海に生きる「おとう」や「与吉じいさ」等とのかかわ

りを通して成長していく姿を描いた物語である。自然への畏敬の念や命の連鎖を読み手に感じさせる作
品であり，会話文や情景描写などを基に，主題や意図を考えさせるのに適している。この教材には，直
接的に心情を描写した叙述は少ない。そのため，会話文や動作の描写，情景描写などを基に心情を読み
取らせていくことになる。そこで，会話文・情景の比較や直喩・暗喩，色を表す言葉などに着目して読
み進めていく必要がある。
他の登場人物とのかかわりを通して，人としてたくましく成長していく主人公の姿や作品にちりばめ

られた特徴的な表現は，児童が根拠を基に自分の考えをもったり，友達の考えを聞き，自分の読みを深
めたりするのに適した教材である。

(2) 児童の実態（男＊人 女＊人 計＊人）
項 目 項 目

Ａ 学力診断テストの結果（正答数） Ｂ 単元テストの結果（正答数） （＊人）
＊月＊日実施（＊人） イ 文脈に即して心情を読み取る力

ア 文脈に即して様子を読み取る力 ＊人 ・物語文「風切るつばさ （４月） ＊人」
イ 文脈に即して心情を読み取る力 ＊人 ・物語文「ヒロシマのうた （６月） ＊人」
ウ 文脈に即して内容を読み取る力 ＊人 ・物語文「桃花片 （９月） ＊人」
児童は，４年生の教材「夏のわすれもの ，５年生の教材「ちかい ，６年生の「ヒロシマのうた」の」 」

学習を通して，物語の盛り上がりについて考えたり，出来事に注意して最も強く心に残ったことを短い
文で表したりする学習をしてきた。児童は読書が好きで，毎回積極的に取り組んでいるが表現力が乏し

。 ， 。 ，いのが現状である 学力診断テストの結果をみても 内容や心情を読み取る力がついてきている また
文脈に即して様子を読み取ることができているのは１人だが，答え方を習得していないだけで様子につ
いては大部分の児童がとらえている。しかし，自分の思いを伝えたい場合などは，自分の言葉で書けず
に思いつきで書いてしまい，順序よく整理して書くということなどができない書く力の弱い児童がみら
れる。そのため，読んだ後，登場人物に対して手紙を書く，決められた字数であらすじを書く作業など
を随時取り入れている。



(3) 指導観（研究主題に迫るために）
「海のいのち」の学習は，主題に迫ることが，本単元の学習における重要な柱になる。この作品は，
視点の置き方によって二つの主題を想定することができる。太一の一生に着目すれば「たくましく成長
していく一人の人間の成長」という主題が想定できるし 「海のめぐみ」や「千びきに一ぴき」に象徴，
される父や与吉じいさ，さらには太一の行動や考え方に着目すれば 「人間と自然との共生」という主，
題が想定できる。どちらの主題にも児童が気付くことができるような指導を行っていきたい。
これらの主題に迫るためには，人物の気持ちの移り変わりに注目させたいが，本作品には直接心情を

描写した場面は少ない。そこで，会話文や行動に着目させながら，小グループや学級全体での話合いに
よってそれぞれの人物の気持ちを理由付けで考えさせ，交流・共有することで，確かな読む力を育てた
い。そのためには，辞書の活用や教材文へのサイドラインなどの自由な書き込みを通して，一人一人に
細やかな読みをさせていきたい。本時の，太一の生き方から主題に迫る学習では 「本当の一人前の漁，
師」という言葉を意識させ，そこから太一と与吉じいさや父を対比したり，類比したりして，意見を交
流しながら大切に扱っていきたい。話し手は自分の考えや意図が相手に伝わるように話し，それに対し
て聞き手は，話し手の意図を考えながら聞き，疑問に感じたことを質問したり，自分の意見と比べたり
するなどの活動を通してして，お互いに思いや考えを深めていくようにしていきたい。

， ， 。 ，なお 作品には 自然とともに生きる漁師の姿が描かれている 消費社会と言われる現在と対比させ
必要な分だけあれば生きていけるという作者のメッセージにも気付かせたい。

４ 指導と評価の計画（９時間扱い）

次 時 主な学習活動 関 読 言 評価規準

一 １ ・教材文を読んで初発の感想をまと ◎ ○ ・教材文を読むことに興味をもち，物語を読んだ
。 （ ， ）め，学習の見通しを立てる。 感想をまとめようとしている 観察 発表

２ ・物語の展開において重要な言葉や ○ ◎ ・物語の展開において重要な言葉や優れた表現や
優れた表現や書き表し方に着目し 書き表し方に着目し，その効果について考え，
その効果について気付きながら読 自分の読み取りや考えに生かそうとしている。
む。 （ノート）

二 １ ・１の場面から父の生き方や考え ◎ ○ ・父の人物像や太一の思いを叙述に即して読み取
， 。 （ ， ）方，太一の思いを読み取る。 り まとめている 発表 ノート

２ ・２，３の場面から与吉じいさの生 ◎ ○ ・与吉じいさの人物像や太一の思いを叙述に即し
き方や考え方，太一の思いを読み て読み取り，まとめている。
取る。 （発表，ノート）

３ ・４，５の場面から，クエとの出会 ◎ ○ ・物語の構成における「転」の部分から，太一の
４ いで太一の心が変化する部分を考 心情の変化を読み取り，クライマックス部分を

え，見つける。 とらえている。 （発表，ノート）

⑤ ・６の場面から，太一の生き方を考 ◎ ○ ・登場人物の言動と太一の成長の姿をつなげなが
本 え，読み取ってきたことを基に， ら読み取り 「海のいのち」の主題について，，
時 海のいのちとは何か，物語の主題 自分なりに根拠を明確にして考えている。

にせまる。 （発表，ノート）

三 １ ・今までの読みを生かして，いのち ○ ◎ ・いのちシリーズの作品を読み，自分の読みを広
シリーズの作品を選んで読む。 げたり深めたりしている。 （観察）

２ ・自分が読んだいのちシリーズの作 ○ ◎ ・いのちシリーズの題名について，自分の考えを
品の題名について，自分の考えを 自分の言葉で書いている。 （観察，ノート）
まとめる。



５ 本時の学習
(1) 本時の目標

６の場面を読み，他の登場人物の存在が太一の成長に大きくかかわっていることをとらえ 「海のい，
のち」の主題に迫ることができる。

(2) 準備・資料
教師：拡大教材文
児童：書き込み用教材文

(3) 展 開
学習活動・内容 主な発問 予想される児童の反応 指導上の留意点

（ ）□は研究主題に迫るための手立て，※は評価
１ 本時の学習課題 ・前時までの学習を振り返る
を確認する。 とともに、本時は，６の場

面から学習することを伝え
る。

太一は，本当の一人前の漁師になれたのだろうか。

２ 本時の学習場面 ・太一の成長した姿や家族，
を読む。 漁師としての考え方に着目
・○段落～○段落 しながら読ませるようにす28 29

（P.82L4～最後） る。
を各自で音読す ・意欲的に音読させることで
る。 物語に深く入らせたい。

３ 村一番の漁師に ○村一番の漁師とは ・千びきに一ぴきしか魚をと ・主人公の変容に対し，おと
ついて確認する。 どんなものですか らない う，与吉じいさを含めたそ。

れぞれの登場人物の役割が
あることに気付かせるよう
にする。

４「海のいのち」の ・これからも海を大切にする ・太一の成長した姿や漁師と。
主題に迫る。 ・海でくらす，すべての命を しての考え方について着目

考えて，感謝して生きてい させ，これまでの他の登場
(1) 自分の考えを ○本当の一人前の漁 る。 人物の生き方や考え方，漁
もつ。 師とは一体何なの ・千びきいるうち一ぴきをつ 師としての考え方と比べさ

だろう。 れば，ずっとこの海で生き せる。
ていける。 ・前時に，後で自分の考えを

・海の恩恵で生かされている 変えてもよいことを告げ，
のだから最低限の漁で済ま とりあえずどう考えるか，

。す，それ以上は取らない。 音読をして決めておかせる
◎もう一度 太一は ・海の大きな生命にふれかか ・各グループごとに本当の一， ，
本当の漁師になれ わり合いながら生きていく 人前の漁師は何なのか，短。
たのか，なれなか 冊にまとめさせ 「なれた」，
ったのか考えよう ア村一番の漁師にはなれたが 「なれない」の意見の根拠。 ，

本当の一人前の漁師にはな として話し合わせる。
れなかった （Ａ） ・ 本当の一人前の漁師を…。 「

(2) グループで話 ・⑬の段落から「おまえは村 と，とらえたので…だと思
し合いをする。 一番の漁師だよ 」 う 」という形でまとめさせ。 。

・○の段落から「太一は村一 る。29

番の漁師であり続けた 」 □必要に応じて太一と与吉じ。
・○ ○の段落の表現から 本 いさと父親は考え方が違う25 26， 「
当の一人前の漁師にはなれ のか，同じなのか，補助発



ないのだと，…」 問をして，同じ考えである
・ 千びきに一匹で…」 こと，村一番の漁師＝本当「

の一人前の漁師であること
イ村一番の漁師＝本当の一人 に導く。
前の漁師であるから，なれ □自分の考えと友達の考えを
た （Ｂ） 比べながら聞き，変更や追。

・③の段落から村一番の漁師 加があれば，ここで修正し
の与吉じいさと同じ考えで てもよいことを助言する。
。 ，ある 「海のめぐみだからな ・小集団ごとの発表を通じて

(3) 全体で話し合 あ 」 類比や対比をさせながら，。
いをする。 ・⑯，⑰の段落に対して○の 話し合わせる。28

段落の表現から「母は，お ※登場人物の言動と太一の成
だやかで満ち足りた，…」 長の姿をつなげながら読み

・太一はクエをしとめること 取り，主題について自分な
を本当の漁師であることと りに根拠をもって考えてい
思っていた。 る （ノート・発表）。

，↓ ・書けている児童に対しては
ウ太一も与吉じいさもおとう 賞賛し，根拠をもって発表
も，村一番の漁師であり， できるよう助言する。
本当の一人前の漁師である ・なかなか考えられない児童。

Ｃ には，物語全体やキーワー（ ）
（ ）ド 海・いのち・つながり
やキーセンテンスを基にし
たり，話合いを参考にした
りしてまとめるよう助言す
る。

・自分が考えたこととその根
拠となった言葉や文，そう
考えた理由を明確にしなが
ら発表するとともに，聞き
手は自分の考えと比べなが
ら聞くよう助言する。

・ここで学習したことが，作
者が訴えたいことであり，
主題にもつながることを確
認する。

５ 学習を振り返り ・たっぷりと音読をさせ，余
まとめとして音読 韻を残して授業を終わらせ
する。 たい。
・ 指名読み


